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Ｐ
26(

国
連
気
候
変
動

枠
組
み
条
約
第

26
回
締
約
国
会

議)

が
イ
ギ
リ

ス
で
行
わ
れ
て

11
月
13
日
に
閉
会
さ
れ
た
。

石
炭
火
力
発
電
の
廃
止
が
焦

点
だ
っ
た
が
、
岸
田
首
相
は

世
界
と
は
逆
の
方
針
を
示
し

「
化
石
賞
」
が
贈
ら
れ
、
残

念
な
思
い
で
た
ま
ら
な
い
▼

少
し
前
で
は
日
本
は
太
陽
光

や
風
力
な
ど
世
界
の
先
端
を

進
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
今

で
は
世
界
か
ら
取
り
残
さ
れ

て
い
る
▼
二
酸
化
炭
素
が
地

球
に
は
き
だ
さ
れ
て
い
て
、

そ
れ
を
受
け
止
め
て
、
酸
素

を
出
し
て
く
れ
る
世
界
最
大

の
森
林
地
帯
も
人
間
の
開
発

で
ど
ん
ど
ん
切
り
取
ら
れ
て

い
く
。
負
の
悪
循
環
と
な

り
、
シ
ベ
リ
ア
の
永
久
凍
土

が
溶
け
出
し
、
地
下
に
押
し

込
め
ら
れ
て
い
た
メ
タ
ン
ガ

ス
も
溢
れ
出
し
温
暖
化
を
す

す
め
て
い
る
。
永
久
凍
土
の

な
か
に
し
ま
わ
れ
て
い
た
未

知
の
バ
ク
テ
リ
ア
な
ど
も
溶

け
出
す
の
で
は
な
い
か
と
学

者
た
ち
も
恐
れ
て
い
た
▼
日

本
政
府
は
温
暖
化
を
逆
手
に

と
っ
て
原
子
力
発
電
の
宣
伝

を
盛
ん
に
行
っ
て
き
た
。
東

電
・
福
島
第
一
原
発
の
惨
状

を
忘
れ
た
の
か
。
二
酸
化
炭

素
は
出
さ
な
い
が
放
射
能
は

垂
れ
流
さ
れ
る
。
日
本
の
よ

う
に
地
震
・
津
波
が
起
こ
る

国
で
は
原
発
事
故
が
起
き
れ

ば
日
本
に
住
む
と
こ
ろ
が
な

く
な
る
。

　

11
月
３
日
（
木
）、
国
会

前
で
「
11
・
３
憲
法
大
行

動
」
が
行
わ
れ
、
国
会
議
事

堂
を
取
り
囲
む
よ
う
な
形
で

４
２
０
０
人
が
参
加
し
、
埼

玉
土
建
か
ら
は
２
９
２
人
が

参
加
し
、
朝
志
和
支
部
か
ら

11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日

に
憲
法
集
会
な
の
は
理
解
で

き
ま
し
た
が
、
な
ぜ
11
月
３

日
の
文
化
の
日
に
憲
法
集
会

な
の
か
疑
問
に
思
い
調
べ
て

み
る
と
、
11
月
３
日
は
日
本

国
憲
法
が
公
布
さ
れ
た
日
な

基
地
攻
撃
能
力
と
は
先
制
攻

撃
で
、
憲
法
に
も
国
際
法
に

も
違
反
だ
」
と
い
う
発
言
で

す
。

　

国
会
周
辺
の
銀
杏
並
木
は

黄
色
く
色
づ
き
、
葉
が
風
に

舞
っ
て
気
持
ち
の
良
い
秋
晴

れ
で
し
た
。
76
年
前
多
く
の

国
民
は
こ
の
憲
法
が
公
布
さ

れ
る
の
を
ど
ん
な
に
待
ち
望

ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

平
和
が
続
く
よ
う
に
願
い

な
が
ら
、
国
が
誤
っ
た
方
向

へ
行
か
な
い
よ
う
、
声
を
上

げ
続
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

【
黒
目
川　

藤
原
忠
夫
】

　

産
業
対
策
活
動
者
会
議
が

11
月
11
日
（
金
）、
10
時
か

ら
国
立
女
性
教
育
会
館
で
行

わ
れ
、
全
支
部
か
ら
２
２
３

人
（
支
部
か
ら
６
人
）
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
税
理
士
法
人
東

京
南
部
会
計
佐
伯
和
雅
税
理

士
か
ら
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

導
入
で
起
こ
る
危
機
」
と
題

し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

増
税
・
事
務
負
担
増
・
個
人

情
報
流
出
な
ど
資
料
に
基
づ

い
て
の
説
明
が
あ
り
、
免
税

事
業
者
で
あ
れ
、
課
税
事
業

者
で
あ
れ
、
や
や
こ
し
い
計

算
が
必
要
に
な
る
と
の
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
全
建
総
連
長

谷
部
賃
金
対
策
部
長
か
ら
の

講
演
で
は
、
国
土
交
通
省
作

成
の
資
料
に
基
づ
き
建
設
業

を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題

で
、「
２
０
２
１
年
の
建
設

業
全
体
の
就
業
者
数
は
４
８

２
万
人
（
前
年
比
10
万
人

減
）、
技
能
労
働
者
の
年
齢

構
成
は
65
歳
以
上
が
最
も
多

く
52
万
６
０
０
０
人
、
60
歳

以
上
と
合
わ
せ
る
と
79
万
５

０
０
０
人
と
技
能
者
全
体
の

２
５
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

平和と文化を守るために声をあげ＝ 11・3憲法大行動

め
て
い
る
。
賃
金
運
動
は
仕

事
確
保
と
賃
金
対
策
は
一
体

で
、
労
働
者
・
事
業
主
・
一

人
親
方
が
一
体
と
な
っ
て
賃

金
運
動
に
取
り
組
む
必
要
性

が
あ
り
、
事
業
主
層
の
理
解

が
不
可
欠
」
な
ど
講
演
を
受

け
ま
し
た
。

　

埼
玉
土
建
児
玉
副
委
員
長

の
基
調
報
告
後
、
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。【

和
光
北　

田
澤
達
好
】

の
で
文
化
の
日
に
制
定
し
た

と
あ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
国
会
図
書
館
前

に
陣
取
り
ま
し
た
。
14
時
か

ら
始
ま
り
、
主
催
者
や
ゲ
ス

ト
の
あ
い
さ
つ
、
ス
ピ
ー

チ
、
リ
レ
ー
ト
ー
ク
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
も
心

に
響
い
た
も
の
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。「
国
の
た
め
に

死
ぬ
若
者
を
作
っ
て
は
な
ら

な
い
」「
軍
事
で
対
抗
す
る

の
は
ダ
メ
だ
。
話
し
合
い
の

場
を
つ
く
れ
」「
ミ
サ
イ
ル

迎
撃
は
非
現
実
的
だ
」「
敵

産業対策活動者会議＝国立女性会館にて プラカードを掲げる高橋分会長（左）、田澤副支部長（右）

12 月 29 日（木）から 1月 5日（木）
まで事務所は冬季休業となります。
また、12 月 28 日の午後は事務所
は大掃除となります。



埼玉土建一般労働組合朝志和支部機関紙２０２２年１１月１０日 　第２１０号　（２）

-

ヨ
コ
の
カ
ギ-

①
元
々
は
北
欧
の
漁
師
の
仕

事
着
だ
っ
た
…
コ
ー
ト

④
冬
は
値
段
が
気
に
な
り
ま

す⑥
杉
下
右
京
と
亀
山
薫
の
関

係⑦
あ
れ
こ
れ
心
を
く
だ
い
て

苦
労
す
る
こ
と
。
…
さ
ん
た

ん⑨
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
家

⑪
自
分
で
払
う
費
用
。
…
出

版⑫
メ
ロ
ン
は
…
…
科
の
植
物

⑬
替
え
玉
や
身
代
わ
り
の
こ

と⑭
字
は
違
い
ま
す
が
、
北
海

道
と
山
梨
県
に
あ
る
同
音
の

市⑯
「
冬
の
旅
」「
野
ば
ら
」

な
ど
を
作
曲
し
た
「
歌
曲
の

王
」

⑳
…
せ
ぬ
出
来
事
に
驚
い
た

㉑
年
末
恒
例
の
歳
末
…
募
金

正
解
者
に
は
抽
選
で
５
名
に
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈

宛
先
：
支
部
教
宣
部
あ
て
締
切
：
二
五
日
消
印

-

タ
テ
の
カ
ギ-

①
ヘ
ビ
の
絵
に
足
を
描
く
よ

う
な
余
計
な
こ
と

②
温
風
を
送
る
暖
房
機
で
す

③
フ
ラ
ン
ス
国
王
で
「
太
陽

王
」
と
も
呼
ば
れ
た
…
14

世④
カ
ボ
チ
ャ
を
食
べ
た
り
ユ

ズ
湯
に
入
っ
た
り

⑤
コ
ア
ラ
と
い
え
ば

⑧
「
蜆
」
っ
て
読
め
ま
す

か
？

⑩
国
際
会
議
で
は
必
要
不
可

欠
な
人
で
す

⑬
本
人
に
代
わ
っ
て
書
き
ま

す⑭
３
度
ま
で
…
の
顔
で
許

す
？

⑮
神
社
の
入
口
に
立
っ
て
い

ま
す

⑰
淡
…
、
粉
…
、
細
…

⑱
一
面
に
広
が
っ
て
い
る
よ

う
す

⑲
…
居
、
…
番
、
…
電

　

当
選
者
は
、
発
送
を
持
っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
度
秋
の
「
労

働
者
政
策
・
施
策
拡
充
の
た

め
」
の
自
治
体
要
請
キ
ャ
ラ

バ
ン
が
行
わ
れ
、
11
月
14
日

に
志
木
市
（
市
か
ら
６
人
、

キ
ャ
ラ
バ
ン
11
人
）、
16
日

の
午
前
に
朝
霞
市
（
市
か
ら

10
人
、キ
ャ
ラ
バ
ン
９
人
）、

16
日
の
午
後
に
和
光
市
（
市

か
ら
11
人
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
８

人
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

志
木
市
役
所
で
は
13
時
か

ら
地
区
労
事
務
局
長
の
南
さ

ん
の
司
会
で
始
ま
り
、
水
野

谷
埼
労
連
幹
事
の
あ
い
さ
つ

で
始
ま
り
ま
し
た
。
事
前
に

要
請
し
て
い
た
「
①
公
務
職

場
が
市
民
の
多
数
で
あ
る
労

働
者
の
福
祉
向
上
の
役
割
を

果
た
す
た
め
に
②
自
治
体
が

地
域
の
賃
金
・
労
働
条
件
水

準
を
引
き
上
げ
る
役
割
を
果

た
す
た
め
に
③
公
契
約
の
適

正
化
、
公
契
約
条
例
制
定
に

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
④
自

治
体
業
務
に
係
わ
る
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
用
で

は
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
を

適
正
に
運
用
し
て
く
だ
さ

い
」
と
４
つ
の
大
き
な
項
目

の
回
答
を
人
事
課
・
行
政
管

理
課
・
政
策
推
進
課
・
長
寿

応
援
課
か
ら
読
み
あ
げ
ら
れ

質
疑
応
答
に
入
り
ま
し
た
。

　
「
未
だ
残
業
時
間
が
超
過

し
て
い
る
人
が
居
る
が
？
」

「
市
役
所
の
退
職
者
人
数
よ

り
新
規
採
用
が
少
な
い

が
？
」
の
質
問
に
は
「
確
か

に
超
過
残
業
が
あ
る
の
は
事

実
で
す
。
無
く
し
て
行
く
よ

う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

４
月
に
採
用
し
た
人
数
が
少

な
か
っ
た
の
で
、
８
月
に
追

加
で
採
用
し
て
い
ま
す
。
現

在
３
８
８
人
の
職
員
を
令
和

６
年
に
は
４
１
９
人
に
し
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
現
在
の

正
規
職
員
と
非
正
規
職
員
は

５
対
５
の
割
合
に
な
っ
て
い

ま
す
」
と
の
回
答
で
し
た
。

公
契
約
条
例
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
法
整
備
を
し
て
い
る

集団予防接種の様子

　

政
府
は
、
今
冬
に
懸
念
さ

れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時

流
行
で
、
ピ
ー
ク
時
75
万
人

の
患
者
が
発
生
す
る
可
能
性

を
想
定
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
政
府
に
同
時
流
行
を
さ

せ
な
い
工
夫
な
ど
な
く
、
感

染
対
策
に
逆
行
す
る
外
国
人

の
入
国
制
限
撤
廃
な
ど
水
際

対
策
の
緩
和
を
す
す
め
て
い

ま
す
。

　

朝
志
和
支
部
で
は
こ
う
し

た
背
景
か
ら
、
Ｔ
Ｍ
Ｇ
サ
テ

ラ
イ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
ワ
ク

チ
ン
の
確
保
を
求
め
、
集
団

接
種
の
準
備
を
10
月
か
ら
始

め
て
き
ま
し
た
。
新
座
支
部

と
共
催
で
３
０
０
本
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
が
準

備
さ
れ
、
仲
間
に
広
げ
て
い

こ
う
と
全
組
合
員
に
申
込
チ

ラ
シ
を
配
布
し
、
秋
の
拡
大

月
間
の
話
題
と
し
て
も
取
り

上
げ
て
き
ま
し
た
。
５
年
目

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
申
込

受
付
開
始
か
ら
わ
ず
か
２
時

間
で
定
員
締
切
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
「
組
合
で
は

こ
ん
な
こ
と
も
や
っ
て
い
る

の
か
」、「
日
中
は
仕
事
を
休

め
な
い
の
で
夜
の
時
間
帯
の

設
定
は
助
か
る
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

接
種
当
日
は
11
月
28
日

（
月
）、
18
時
か
ら
20
時
に

か
け
て
申
込
者
３
０
０
人
が

次
々
と
Ｔ
Ｍ
Ｇ
サ
テ
ラ
イ
ト

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
訪
れ
ま
し

た
。
15
分
間
隔
・
各
40
人
に

細
か
く
時
間
を
区
切
っ
た
こ

と
で
、
駐
車
場
待
ち
や
受

付
・
会
計
時
の
行
列
な
ど
の

大
き
な
混
乱
も
な
く
、
ま

た
、
医
師
も
問
診
で
２
人
、

接
種
で
２
人
の
配
置
を
し
て

く
れ
、
予
定
通
り
20
時
に
は

終
了
し
ま
し
た
。
家
族
で
接

種
を
し
た
仲
間
は
、「
や
は

り
コ
ロ
ナ
と
の
同
時
流
行
が

心
配
さ
れ
る
。
年
末
に
向
け

た
忙
し
い
さ
な
か
に
、
家
族

の
だ
れ
か
が
ど
ち
ら
か
に
感

染
す
る
と
仕
事
と
生
活
に
支

障
を
き
た
し
て
し
ま
う
。
組

合
で
や
っ
て
く
れ
る
と
助
か

る
。
来
年
も
ぜ
ひ
や
っ
て
ほ

し
い
」
と
感
謝
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

感
染
予
防
と
し
て
、
埼
玉

土
建
国
保
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
補
助
券
を
保
険

証
渡
し
会
の
時
に
す
で
に
発

行
し
て
い
ま
す
。
土
建
国
保

に
未
加
入
で
も
組
合
員
に
は

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
活
用
を
広
げ
て
く
だ
さ

い
。

11 月 16 日朝霞市で行われた自治体キャラバンの様子

の
で
制
定
の
考
え
が
な
い
事

や
、
朝
霞
地
区
４
市
で
の
情

報
交
換
会
議
を
行
な
っ
て
い

く
こ
と
。
建
退
共
貼
付
に
つ

い
て
は
、
末
端
ま
で
行
き
届

い
て
い
る
か
調
査
を
し
て
い

く
こ
と
や
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
雇
用
に
つ
い
て

は
現
時
点
で
は
業
務
委
託
に

な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
他

の
質
問
に
対
し
て
も
各
担
当

課
よ
り
回
答
が
あ
り
、
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
「
消

費
税
分
が
負
担
増
に
な
る
業

者
も
出
て
く
る
」
と
の
回
答

で
し
た
。

【
宗
岡　

栗
田
伴
春
】

11 月 14 日に行われた志木市自治体キャラバンの様子


